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咳が止まらない原因は ?
竹内医師 ＆ 呼吸器内科看護師

行田総合病院の内科
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T h e  I n t e r n a l  D e p a r t m e n t

大人が患う病気。
そのほとんどは、
最初に内科で診察します。
専門科に分かれている
当院の内科診療科を
紹介しましょう。

　虚血性心疾患（冠動脈疾患；

心筋梗塞や狭心症など）・弁膜

疾患・心不全・不整脈（ペース

メーカー治療）などの心臓疾

患、閉塞性動脈硬化症や静脈

血栓塞栓症（深部静脈血栓症

や肺塞栓症）などの血管疾患

を診療対象疾患としています。 

　近年は高齢化に伴い心血管

疾患の増加傾向がみられます。

また心血管疾患は短期間に病

状が悪化することが多く、治

療が遅れると後遺症が残った

り入院期間が長くなる傾向が

あります。このため、当院で

は受診当日に心電図・心臓超

音波検査を行う体制を整えて

おり、また必要があれば受診

日に 320 列 CT やカテーテル

検査まで行っています。

　なお、カテーテル検査・治

療の場合は主に 2 泊 3 日入院

で対応しています。

循
環
器
内
科
◆
心
臓
病
や
血
管
の
病
気
を
診
療
し
ま
す
。

　気管、気管支、肺を中心に

診療を行います。病名は市中

肺炎や誤嚥性肺炎などの呼吸

器感染症、気管支喘息、慢性

閉塞性肺疾患、肺がん、間質

性肺炎など、身近でしかも重

症化しやすい呼吸器疾患の診

断・治療を行っています。

　行田市および近隣地域には

呼吸器疾患を受け入れること

ができる病院が少ないため、

紹介を受けて入院となる患者

さまも多くいらっしゃいます。

　また、睡眠時無呼吸症候群

の検査・治療にも力を注いで

います。放っておくと脳血管

障害や心疾患、高血圧などに

かかりやすく、日中の眠気か

ら思わぬ事故の原因にもなる

病気です。しかし、その検査

方法・治療方法は確立されて

おり、正しい治療を受ければ

問題なく日常生活を送ること

ができます。「睡眠時無呼吸外

来」を開設しており、専門の

臨床工学技士がサポートする

CPAP を用いた治療を行って

います。

呼
吸
器
内
科
◆
気
管
・
気
管
支
・
肺
を
中
心
に
担
当
し
ま
す
。
（
前
ペ
ー
ジ
の
記
事
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
）

カテーテル治療中の循環器内科医長・那須医師。

気管支鏡で検査を行う呼吸器内科部長・竹内医師。

　不整脈や狭心症、心筋梗塞

をはじめ、高血圧や糖尿病な

どの生活習慣病を広く診療し

ています。

『どの診療科で診てもらおう

か？』と迷った時には、一般

内科の医師に症状や気になる

事をご相談ください。最初に

一般内科で診察を受けて、よ

り専門的な診断や治療が必要

となった場合には、この後ご

紹介する専門科へコンサルト

します。

　当院では、専門科目を持つ

内科医師が一般内科の診療も

行っています。まずは、医事

課受付にてご相談ください。

一
般
内
科
◆
内
科
疾
患
全
般
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

　具体的な病名には、胃潰瘍、

十二指腸潰瘍、肝炎、肝硬変、

膵炎、潰瘍性大腸炎などがあ

ります。現役世代の男性がか

かりやすい病気を扱っている

ため、内科の中でもこの診療

科のお世話になる人は多いか

もしれません。

　また、胃や腸といった消化

管の内視鏡検査を希望する場

合も消化器内科にご相談くだ

さい。日本人における死因第

1 位は、癌といわれています。

早期癌を発見するために年に

1 度の内視鏡検査をおすすめ

しています。

　当院での内視鏡検査は、で

きるだけ苦痛を軽減させるよ

うにしています。それでもご

不安の強い方には適度な麻酔

薬の使用（眠った状態での検

査）も可能です。また、経鼻

内視鏡もご用意しています。　

　早期発見ができれば、お腹

を切らずに内視鏡での治療が

可能な場合があります。入院

日数も 1 週間前後で対応して

います。

消
化
器
内
科
◆
消
化
器
と
は
？ 

食
べ
物
の
通
り
道
と
肝
臓
・
膵
臓
を
含
め
た
部
分
で
す
。

年に1度の内視鏡検査をおすすめしています。

　近年、生活習慣病から糖尿

病、そして糖尿病がもととな

り慢性腎不全になる患者さま

が増えています。そのため、

糖尿病の担当科である内分泌

代謝内科、栄養科と連携し、

治療にあたることも少なくあ

りません。慢性腎不全ともな

ると、人工透析が必要になる

こともあります。透析センター

関連の管理も腎臓内科が担当

しています。　　

　膠原病に関しては、全身疾

患です。腎臓障害を起こすケー

スもあり、腎臓内科が担当す

ることもあります。具体的に

は全身性エリテマトーデス、

関節リウマチなどがあります。

皮膚科・整形外科など、他科

との連携も多くなります。こ

のように単に腎臓だけを診て

いるだけでなく、それに絡ん

だ様々な診療を行っています。

　2016 年 1 月に常勤医師が

入職したことによって、さら

に充実した診療体制が整った

ことをお知らせいたします。

（➡️ P6）

腎
臓
内
科
◆
慢
性
腎
不
全
や
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群
な
ど
を
診
て
い
ま
す
。

透析センターで人工透析を行うME。

そのほかに当院で診療できる内科の専門領域

神経内科：中枢神経、末梢神経といった神経系の病気を診察しています。

リウマチ膠原病内科：関節リウマチや全身性エリテマトーデスなどのリウマチ膠原病疾患全般

の診療を行っています。

血液内科：血管の中を流れる血液細胞の異常、その血液細胞を作る骨髄の異常、リンパ節の異常、

出血を止める働き（止血）の異常等を診ています。

　糖尿病は食事・運動・薬物

療法が大切な疾患です。当院

では、個人栄養指導、科学的

な運動療法指導、適切な薬剤・

生活指導を行い、充実した体

制にて糖尿病コントロールを

目指しています。

　また、腎臓内科や眼科と協

力し、腎症や網膜症等の合併

症早期診断・予防・治療にも

力を注いでいますし、外科系

診療科と連携して、手術前後

の管理を実施しています。

　看護師、薬剤師、栄養士、

理学療法士、臨床検査技師が、

それぞれ専門の立場から糖尿

病の病態、合併症、治療方法、

日常生活の注意点などを分か

りやすく説明しています。

　その他に甲状腺機能低下症

や亢進症などの内分泌疾患（甲

状腺疾患）の診療も積極的に

行っています。

糖
尿
病
内
科
・
内
分
泌
代
謝
内
科
◆
糖
尿
病
や
甲
状
腺
疾
患
な
ど
を
専
門
的
に
治
療
し
ま
す
。

糖尿病内科 /内科副部長・吉田医師。
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看
護
師
／

呼
吸
器
内
科
病
棟
副
主
任

優
し
さ
と
熱
意
を
持
っ
て

新
た
な
る
ス
テ
ー
ジ
へ
！

　

南
棟
４
階
は
、
呼
吸
器
疾
患
を
中
心
と
し

た
患
者
さ
ま
が
入
院
さ
れ
る
病
棟
で
す
。
息

苦
し
さ
を
訴
え
る
患
者
さ
ま
が
多
く
、
常
に

お
身
体
の
状
態
を
き
め
細
や
か
に
観
察
す
る

こ
と
が
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
り
ま
す
。

患
者
さ
ま
と
ご
家
族
に
と
っ
て
心
強
い
存
在

で
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
看
護
師
。
お
一

人
ず
つ
の
生
活
背
景
を
心
に
留
め
、
人
柄
を

考
慮
し
て
接
し
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
状
況
に

お
い
て
も
『
早
く
元
気
に
な
っ
て
ほ
し
い
』

と
考
え
な
が
ら
日
々
の
看
護
に
努
め
ま
す
。

　

竹
内
先
生
の
指
導
の
下
、
定
期
的
に
勉
強

会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。「
息
苦
し
い
」「
咳

が
止
ま
ら
な
い
」
な
ど
の
症
状
が
出
現
し
た

時
、「
普
段
と
は
違
う
」
異
変
に
迅
速
に
対

応
す
る
た
め
に
、
病
棟
の
ス
タ
ッ
フ
全
員
で

知
識
や
技
術
を
修
得
し
て
い
ま
す
。

　

私
的
な
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
災

害
時
対
応
の
専
門
的
な
訓
練
を
受
け
、
行
田

総
合
病
院
の
D
M
A
T
（
※
災
害
派
遣
医

療
チ
ー
ム
）に
入
隊
し
ま
し
た
。熱
意
を
持
っ

て
新
し
い
挑
戦
に
取
り
組
み
ま
す
！

［Close-up］呼吸器内科 ※ DMAT（Disaster Medical Assistance Team）。医師・看護師・業務調整員で構成され、大規模災害や多傷病者が発　
　生した事故などの現場に、急性期（概ね 48 時間以内）に活動できる機動性を持った、専門的な訓練を受けた医療チーム。

竹
内
広
史

H
IR

O
SH

I TA
K

EU
C

H
I

医
師
／

内
科
部
長
・
呼
吸
器
内
科
部
長

咳
が
止
ま
ら
な
い
原
因
は
？

風
邪
の
咳
じ
ゃ
な
い
か
も
。

　

長
引
く
咳
。「
単
な
る
風
邪
か
と
思
っ
て

い
た
ら
、
１
カ
月
以
上
続
い
て
い
た
・
・
・
」

と
い
う
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？　

そ
の
咳
の
裏
に
病
気
が
隠
さ
れ
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

咳
の
続
く
期
間
や
痰
を
伴
っ
て
い
る
か
否

か
に
よ
っ
て
咳
の
原
因
も
大
き
く
変
わ
っ
て

き
ま
す
。
３
週
間
未
満
で
あ
れ
ば
、
多
く
は

感
冒
、
気
管
支
炎
な
ど
の
呼
吸
器
感
染
症
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
３
週
間
以
上
続
く
咳
の
場

合
に
は
、
肺
結
核
や
非
結
核
性
抗
酸
菌
症
な

ど
の
感
染
症
に
加
え
て
、
胃
食
道
逆
流
症
、

副
鼻
腔
炎
と
後
鼻
漏
、
肺
が
ん
、
慢
性
閉
塞

性
肺
疾
患
、
間
質
性
肺
炎
な
ど
の
非
感
染
性

疾
患
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

当
院
に
長
引
く
咳
で
来
院
さ
れ
た
患
者
さ

ん
に
は
、
最
初
に
詳
し
く
咳
の
出
る
経
緯
を

問
診
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
次
に
胸
部
レ

ン
ト
ゲ
ン
を
撮
影
し
て
咳
の
原
因
と
な
る
異

常
が
な
い
か
画
像
を
用
い
て
調
べ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
更
に
感
染
症
が
否
定
的
で
あ

れ
ば
呼
吸
機
能
検
査
を
行
い
ま
す
。
必
要
に

応
じ
て
痰
の
好
酸
球
塗
抹
検
査
、
呼
気
一
酸

化
窒
素
濃
度
測
定
な
ど
の
咳
を
調
べ
る
特
殊

な
検
査
も
実
施
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
好

酸
球
に
よ
る
気
道
の
炎
症
を
調
べ
る
検
査
で

す
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
検
査
を
す
る
か
と
い

い
ま
す
と
、
今
、
外
来
を
受
診
す
る
咳
の

患
者
さ
ん
で
最
も
多
い
の
が
咳
喘
息
だ
か
ら

で
す
。
咳
喘
息
と
は
喘
息
の
一
種
で
あ
り
な

が
ら
、
喘
息
で
は
典
型
的
な
「
ぜ
ー
ぜ
ー
」、

「
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
」
と
い
う
異
常
な
呼
吸
音
を

認
め
ず
、
空
咳
の
み
が
長
引
く
タ
イ
プ
の
喘

息
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

・
風
邪
の
後
に
咳
だ
け
が
い
つ
ま
で
も
残
る
。

・
季
節
の
変
わ
り
目
に
な
る
と
空
咳
が
続
く
。

・
夜
間
や
早
朝
な
ど
特
定
時
間
に
咳
が
続
く
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
咳
喘
息
が
疑

わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
咳
喘
息
は

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
や
C
T
を
撮
影
し
て

も
咳
の
原
因
と
な
る
異
常
が
見
つ
か
ら
な
い
、

呼
吸
機
能
検
査
を
実
施
し
て
も
典
型
的
な
喘

息
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
異
常
を
認
め
ず
診
断

が
難
し
い
の
で
す
。

　

詳
細
な
問
診
か
ら
咳
喘
息
を
思
わ
せ
る
症

状
が
続
い
て
お
り
、
喀
痰
の
好
酸
球
や
呼
気

一
酸
化
窒
素
濃
度
測
定
を
追
加
す
る
こ
と
で

好
酸
球
に
よ
る
気
道
の
炎
症
が
判
明
し
、
吸

入
ス
テ
ロ
イ
ド
な
ど
喘
息
の
治
療
を
行
っ
て

改
善
を
認
め
て
は
じ
め
て
診
断
が
つ
く
場
合

も
多
い
の
で
す
。
風
邪
と
思
い
風
邪
薬
や
咳

止
め
を
飲
む
も
の
の
咳
が
良
く
な
ら
な
い

方
、
毎
年
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
空
咳
が
続
く

方
は
咳
喘
息
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ぜ
ひ
一
度
当
院
の
呼
吸
器
科
外
来
を
受
診

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。　

［Close-up］呼吸器内科
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COLUMN

ドクターやナース、コメディカルの日常、大げさにいえば人生観まで。

好評につき、毎号連載中！

地域の皆さまへ

腎臓内科医長
佐藤貴彦

2016 年 1 月より当院腎臓内科に
入職された佐藤先生。常勤医師 2
名となり、より充実した診療体制
になりました。

　私は埼玉医科大学腎臓内科へ入局後、大学病院等で研鑽を積み、

total nephrology（検尿異常から透析導入後までのすべての期間にお

いて、病気だけを診療するのではなく、その患者さんに起こる他の疾患、

社会背景や生活環境などをきちんと踏まえたうえで、最適なフォローを

すること）を実践して参りました。

　近年新たな国民病とも言われている慢性腎臓病における末期腎不全へ

の進行抑制や心血管疾患の発症予防はもちろんのこと、糖尿病や膠原病、

血液疾患など多くの疾患に腎病変が合併しやすい点から、腎臓を中心と

した総合内科的診療を提供できるように努力する所存であります。

また、病診連携を積極的に行い、地域の患者さまの健康を守るため微力

ながら全力で取り組みたいと考えておりますので、何卒宜しくお願い申

し上げます。

■ PROFILE

　埼玉医科大学 平成 13 年卒

　2001 年　埼玉医科大学病院 内科ローテーション

　2003 年　埼玉医科大学病院 腎臓内科助手

　2006 年　太田西ノ内病院 腎臓内科

　2008 年　埼玉医科大学病院 腎臓内科 助教

　2011 年　埼玉石心会病院 医長

　2012 年　上尾中央総合病院 医長

月 火 水 木 金
午前 ○ ○
午後 ○

■佐藤医師 外来担当表

■専門医・認定医

　日本内科学会認定医

　日本内科学会総合内科専門医

　日本腎臓学会腎臓専門医・指導医

　日本透析医学会透析専門医

　日本アフェレシス学会血漿交換療法専門医

　日本急性血液浄化学会認定指導医

　日本高血圧学会専門医　

県北感染対策講演会
ホテルガーデンパレス熊谷

2015 年 11 月 17 日（火）

座長：川嶋理事長
当院川嶋理事長が座長を務め、『慢
性呼吸器疾患における感染予防対
策』と題した講演を独協医科大学
越谷病院呼吸器・アレルギー内科
教授 杉山先生が行いました。当
院の感染管理者をはじめ数多くの
医療関係者が参加されました。

第16回 救急勉強会
当院会議室

2015 年 11 月 24 日（火）

講師：脳神経外科・本間先生
2015 年最後となる救急勉強会。
本間先生による『当院で対応でき
る脳外科領域の疾患』と題した講
演が行われました。多数の救急
隊の皆さまにご参加いただきまし
た。2016 年も有意義な勉強会を
企画してまいります。

糖尿病合併症を考える会
キングアンバサダーホテル熊谷

2015 年 11 月 20 日（金）

行田市医師会長・根本先生
と当院川嶋理事長が座長を務め、
栗原眼科病院副院長・鈴木先生に
よる『眼科医から診た糖尿病』、
熊谷ディアベティスクリニック院
長・石丸先生による『合併症予防
に向けた糖尿病治療 UP DATE』
の 2 講演が行われました。

News & Topics
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脳卒中医療連携の会 
骨粗・大腿骨頸部骨折研究会
深谷赤十字病院 多目的ホール

2015 年 11 月 6 日（金）

リハビリ・セラピストによる施設発表
磯部クリニック院長・金子先生が
座長を務め、『地域における当院
の役割と回復期リハビリテーショ
ン病棟の取組』と題した発表をリ
ハビリテーション科・鈴木主任が
行いました。

THEインフルエンザ予防対策
当院会議室

2015 年 12 月 14 日（月）

感染防止対策全職員対象勉強会
11 月から全 4 回に渡って開催さ
れた勉強会では、内科部長兼呼吸
器内科部長・竹内先生（P2）を
はじめ、感染対策チーム（ICT）
4 職種（4 人）による講義が行わ
れました。

在宅緩和ケア事例検討会
当院会議室

2015 年 12 月 9 日（水）

在宅医療・緩和ケア病棟
の相互理解を深めるために開催さ
れました。当院緩和ケア内科副部
長・黒澤先生監修の下、在宅緩和
ケア症例報告、グループワーク、
内容発表、質疑応答などが行われ、
有意義な検討会となりました。
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◉検査科からのお知らせ

軽度認知症の血液検査『MCI スクリーニング検査』を始めました。

アルツハイマー型認知症の前段階である軽度認知障害（MCI）の兆候を早期発見する検査です。軽度認知障

害（MCI）とは、健常者と認知症の中間段階を指します。日常生活に支障はありませんが、そのまま過ごす

と約 5 年で半数以上が認知症に進行するといわれています。

▶︎こんな方におすすめします！
	 ■ 50 歳以上の方 ... 認知症が不安。	 ■最近、もの忘れが増えてきた ...。　
	 ■親や家族の様子が少し変わった気がする ...。	 ■肥満や糖尿病など生活習慣病の恐れがある ...。

※検査は当院にて採血のみです。医事課にお申込みください。検査料金 20,000 円（税別）。
※詳しくは院内に置いてあるパンフレットをご参照ください。［株式会社 保健科学東日本］

◉社会福祉法人壮幸会からのお知らせ

特別養護老人ホーム『雅』では、オープニングスタッフを募集しています！

◉地域医療連携室からのお知らせ

持ってて安心！『とねっと』をご存知ですか？

『とねっと』は、埼玉県利根医療圏医療推進協議会が管理・運営を行う医療

機関間で診療情報を共有化する地域医療ネットワークシステムです。地域

の皆さまが登録することによって、医療情報の共有、緊急時への対応、健

康管理への活用に利用できます。

◉お申込みは簡単（無料）
参加同意書に必要事項を記入し、医事課窓口へご提出ください。

※詳しくは地域医療連携室まで。［埼玉県利根医療圏医療推進協議会］
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特別養護老人ホーム 雅

特別養護老人ホーム 雅
〒361-0056埼玉県行田市持田2 424

048-552-1226 採用担当C
［社会福祉法人壮幸会 特別養護老人ホーム 雅］

院内・院外からの広告を受付ております。


